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写真：「金沢市 高源院 一ツ灸」 

令和４年７月１日（金） 
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１． 令和４年度通常総会 

 

日  時：令和４年５月２９日（日） １３：００～１４：００ 

場  所：石川県地場産業振興センター 本館３階 第６研修室 

     オンラインとのハイブリッド開催 

＜内訳＞ 

会 員 数  ：４４名 

出 席 者 ：１５名 

WEB 出席 ： ４名 

委任状出席 ：１８名 

合   計 ：３７名 

 

議   長 ：定池 寿 

議事録作成人：中村 智彦      議事録署名人 ：金谷 由久 ・ 山下 竜司 

 

定款第１８条に基づき総会は成立した。 

（※今年度の総会も、新型コロナウイルス感染拡大防止対策の為、会場内とオンラインと

の併用の総会となった） 

・開会の辞 

 

・会長挨拶 

 

・１．決議事項 

第１号議案 令和３年度各部事業報告 

第２号議案 令和３年度決算報告 

  第３号議案 令和３年度監査報告 

 

・２．報告事項 

第４号議案 令和４年度事業計画報告 

  第５号議案 令和４年度予算 

 

・３．その他の件について 

 

・４．閉会の辞 

 

第１決議事項は、すべて承認されました。 

 

第２報告事項は、賛成多数で承認されました。 
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２． 理事会 

第１回理事会 

日  時：令和４年５月２９日（日） １０：３０～１１：３０ 

場  所：石川県地場産業振興センター 本館５階 第１３研修室 

 

総会の進行についてや、令和４年度上半期事業、定率会費等について話し合いま

した。 

 

第２回理事会 

日  時：令和４年７月２６日（水） ２０：３０～２１：３０ 

場  所：オンライン開催 

 

一つ灸の普及についてや、９月の学術講習会について、令和４年度東海北陸ブロ

ック会議について等を話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回理事会 

場  所：石川県地場産業振興センター 本館３階 第８会議室 

オンラインとのハイブリッド開催 

日  時：令和４年９月４日（日） １３：３０～１４：３０ 

 

夏季学術講習会の為のオンライン配信テストを兼ねて、理事会を開きました。東

海北陸ブロック会議についてや、日本鍼灸師会全国大会等について話し合いまし

た。 
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３．学術部の講習会 

リスクマネジメント研修会 

「折鍼事故編」 

日  時：令和４年５月２４日（火） ２０：３０～２１：００ 

開催方法：オンライン開催（Zoom） 

 

演題１ 3 月の折鍼事故について（報告者）危機管理委員会 委員長 矢津田 善仁 

 

 

 

 

 

 

 

 

演題２ 折鍼を起こさないために知らなければならないこと 

セイリン株式会社医療推進課 係長 西村直也 

演題３ 折鍼事故した時の対応・リスクマネジメント 

（公社）全日本鍼灸学会 臨床情報部長 山下仁 

演題４ 折鍼事故を起こした時の対応・賠償責任保険 

賠償責任保険取扱保険会社担当者 及び 組織委員会 

 

令和４年度 夏季学術講習会 

「心と体の鍼灸治療」 

日  時：令和４年９月１８日（日） １３：３０～１５：００ 

場  所：石川県地場産業振興センター 本館３階 第６研修室 

オンライン（Zoom）【ハイブリッド開催】 

講  師：南 治成先生 南心堂鍼灸治療室 院長・公益社団法人 日本鍼灸師会副会長 

            産業カウンセラー・介護支援専門員 

報  告：冨田 

 

講師の南 治成先生は、鍼灸師と臨床心理士として、長年にわたり、中国伝統医学を基

礎とする東洋医学と臨床心理学を統合・折衷した、中国心理医学＝心療鍼灸をご専門とさ

れています。 

数多くの心療内科領域の疾病に対する臨床を専門にされてきておられることから、その臨

床と実際について講義をされました。 
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臨床の場では、患者さんに対して、カウンセラーの基本的態度（①受容 ②無条件の肯定

的配慮 ③共感（共感的理解） ④自己一致）で臨むことが基本であり、鍼灸師もその基

本的態度で臨むことが基本であること。そして、基本的態度で臨むために必要な診療技術

＝技法についても教えて頂きました。 

 

全国学術部長会議 

日  時：令和４年１０月３０日（日） １９：３０～２１：００ 

開催方法：オンライン（Zoom） 

出 席 者：光井、中村（智） 

出席師会：３５ 

報 告 者：光井 峰生 

 

進行次第 

１．学術部長会議事前アンケートの集計結果の報告と説明が行われた（全体で 60 分程度） 

１）NELS（日鍼会ｅラーニングシステム） 

  ２）学術講習会 

  ３）NGK（学術研修単位管理システム） 

  ４）生涯研修制度 

２．参加者自己紹介（上記１．でおこなった内容への感想を含める、1 分 30 秒） 

３．各担当からの現況の報告と追加説明（20 分程度） 

１）日鍼会ｅラーニング研修（NELS）について （堀口） 

２）日鍼会学術研修履修単位管理システム（NGK）について 

３）全国第会関連について（永島） 

① 第 17 回全国日鍼大会 in 愛知について 

② 第 18 回全国大会 in 近畿ブロックの予告 

③ 第 19 回以降、全国大会開催の次候補ならびに推薦について 
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４．保険部のお知らせ 

 

療養費適正指導研修会 

日  時：令和４年５月２９日（日） １５：００～１５：３０ 

場  所：石川県地場産業振興センター 新館５階 第１３研修室 

     Zoom によるオンラインとのハイブリッド開催 

 

総会終了後に行われました。定池保険部長から、レセプトや、施術報告書の書き方、今

後の後期高齢者の負担割合の変更等についてのお話がありました。 

 

第１回合同療養費適正指導研修会 

日  時：令和４年７月２４日（日） １３：００～１５：００ 

場  所：Zoom によるオンライン開催 

 

 ６月からの療養費改定についてや、レセプトの書き方についての研修会が行われました。 

研修会終了後、業者説明会が行われました。 

 

➀セイリン株式会社  山本 悠介氏 

「鍼灸つながるプラットフォーム」について 

・つながるカルテ、アプリ、ポータルサイト等、新機能についてのご紹介 

 

②酒井医療株式会社  吉田 康平 氏 

 「主力商品説明と補助金活用のご案内」 

 ・小型低周波治療器、超音波治療器の説明（メジャーリーグ大谷選手も愛用） 

 ・商品購入を使っての補助金活用のご案内（小規模事業者持続化補助金） 
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全国保険部長会議 

日  時：令和４年８月７日（日） １３：００～１４：３０ 

開催方法：オンライン（Zoom） 

出席者数：37 師会 本部 8 名 

報  告：定池 寿 

 

議案：1.今後の方向性について 

   2.地域ケア推進委員会の今年度の事業と委員会の意気込み 

   3.療養費関係のポイント 

   4.健保委員会アンケート報告 

   5.質疑応答 

 

議案 1.について、中村副会長から今後の方向性について、厚労省での活動についての成

果、はり師・きゅう師の就労環境と医科との連携についての取り組みを考えてゆく必要性

を離されました。 

議案2.については、地域ケア推進委員会の方向性・新規事業についての目的が述べられ、

師会の協力が求められた。「全国 zoom 行脚」の日程・内容について話がありました。ま

た、日本機能訓練指導員協会が主催する研修会等の説明がありました。 

議案 3.について療養費改定に伴う端数の取り扱い説明がありました。10月の後期高齢

者医療の負担割合についての要点が話されました。また、マイナンバーカードによる保険

証情報についての見通しの話がありました。 

議案 4.について資料通り魔説明と、感謝が有りました。 

議案 5.については、高知県の地域ケア参入事例の説明がありました。 

以上 

 

労災保険施術料金改定 

 令和４年１０月１日より、労災保険施術料金の改定がありました。 

算定基準を記します。 

初検料 2，980 円 

往療料 2，760 円 

電療料    550 円 

＜はりきゅう＞ 

１術の場合      2，940 円 

２術の場合 

（はり・きゅう併用） 4，070 円 
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５.広報・普及部の活動 

曹洞宗 高源院 「一ツ灸」 

日  時：令和４年７月１日（日） ６：３０～１３：００ 

場  所：金沢市宝町 曹洞宗 高源院 

参 加 者：鳥居・定池・中村（智）・冨田 

報 告 者：冨田 

 年に一度行われている「一ツ灸」に参加いたしました。開催はコロナ禍だったため、３

年ぶりだそうです。約５０名が来院されました。 

 

 

 

 

 

企業説明会 

日  時：令和４年７月１日（日） １４：１０～１５：１０ 

場  所：金沢医療技術専門学校 

報  告：定池 

 在学生に向け、石川県鍼灸師会の PR を行ないました。 

 

地域ケア推進委員会 ・ 地域ケア説明会 

日  時：１０月３０日(日) １０：００～１１：３０ 

開催方式：WEB 配信（ZOOM） 

報  告：冨田 

 

 地域ケア推進委員会は、鍼灸師が更に地域で活躍できるように、そして地域ケアに参入

できるように推進している。 

今回の委員会では、全国地域ケア担当者会議・地域ケア説明会が開催された。 「地域

ケアとは？」そして、「都道府県師会では何をしていく必要があるのか？」を説明。その取

り組みの事例として、茨城県鍼灸師会の取り組みを紹介された。また、委員会の取り組み

として、３つの取り組み（① 地域包括ケアシステムへの参入 ② 研究機関など大手と

の連携 ③地域で活躍、活動・多職種連携）についても説明された。委員会終了後、アン

ケート調査（地域システムに参入できる具体策と事例について）が行われた。 
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県民公開講座「お灸で免疫力アップ！」 

日  時：令和４年１０月２３日（日） １３：３０～１５：４０ 

場  所：金沢医療技術専門学校 ５階 

 

第１部 「もぐさって何？」      １３：３０～１４：３０ 

講  師：株式会社 山正 押谷 優助 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２部 「一つ灸について」      １４：４０～１５：４０ 

講  師：曹洞宗 高源院 川端 孝法 住職 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第１部として、モグサを製造されている「山正」の押谷 優助専務が、ヨモギの葉の裏

に密生する柔毛からモグサを作る工程を紹介されました。 

 第２部として、金沢市にあります曹洞宗 高源院 住職 川端 孝法様によります、「一ツ灸

について」の講演が行われました。 

 毎年７月１日に「一ツ灸」というのが高源院さんで行われていたようで、これまでは、

石鍼会会員の鳥居 初夫先生がお手伝いに行かれておりましたが、今後は石川県鍼灸師会と

して後継させていただくことになり、この事を機に「一ツ灸」を皆さまに知っていただこ

うと、この県民公開講座を企画たしました。 

 「一ツ灸」というのは、江戸中期の一如孝順（いちにょこうじゅん）というお坊様が中

風に苦しみ、病から救われたいと祈願し続けていたところ、夢の中に青麻（あおそ）三光

尊が現れ、お灸を施され、目が覚めるとすっかり回復したことが起源だそうです。 

 会員の皆様も是非「一ツ灸」に御参加ください。 
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６．ＩＴ・青年部の活動 

ＩＴ講習会 

日  時：令和４年５月２９日（日） １４：３０～１５：００ 

場  所：石川県地場産業振興センター 新館５階 第１３研修室 

     オンラインとのハイブリッド開催 

 

 ＩＴ・青年部担当の松田先生が、非接触型決済（ＰａｙＰａｙ）の使い方、ＬＩＮＥを

使っての予約の仕方を講義しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハラスメント対策研修会 

（公社）日本鍼灸師会青年委員会・（公社）東京都鍼灸師会青年部 コラボ事業 

日  時：令和４年９月１９日（月・祝）～９月２５日（日） 

開催方法：ＹｏｕＴｕｂｅ配信 

講  師：北伸 千里（広島大学ハラスメント相談室准教授） 

 

鍼灸院経営におけるハラスメントのリスクを回避し、適切な施術者・患者間の信頼関係

を構築出来る鍼灸師になるためにハラスメントについて理解を深めるための講座でした。 

講習会に参加された方は、修了書が発行されました。 
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７．東海北陸ブロック会議 

師部長会議 

日  時：１０月９日 １２：３０～１３：２０ 

場  所：雄踏文化センター 

 

東海北陸ブロックの支部長会議が行われました。 

 

 

 

 

東海北陸ブロック会議 ｉｎ 静岡 

１日目 

日  時：１０月９日 １３：３０～１６：３０ 

場  所：雄踏文化センター 大会議室 

参 加 者：定池、松田 

 

２日目 

日  時：１０月１０日 ９：００～１２：００ 

場  所：浜松商工会議所 B 会議室 

参 加 者：定池、松田 

 

出 席 者：日本鍼灸師会：要信義 中村聡 

     富山県２名・石川県２名・岐阜県２名（10 日２名）・三重県２名・ 

（一社）愛知県３名・愛知県４名・静岡県（担当県）７名 

議案：10 月９日 

第１号議案 日本鍼灸師会状況説明 

   第２号議案 「日本鍼灸師会への質問」 回答に対する質疑 

   第３号議案 各県師会事業報告・計画に対する質疑 

   第４号議案 第 17 回公益社団法人日本鍼灸師会全国大会 in 愛知について 

   第５号議案 その他 

   10 月 10 日 

   第６号議案 各県師会からの議案上程 

議長：大橋教正(静岡) 

・黙とう 

・日鍼会会長挨拶：要信義 

・担当県会長挨拶：大橋教正 
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・ブロック会長挨拶：定池寿 

・日鍼会挨拶・中村聡 

・出席者自己紹介 

【協議事項】 

第１号議案 日本鍼灸師会状況説明 

理事改選にて 15/17 名と定員割れを起こしているものの、新体制での運営が始り、理事

全員が常任理事となり運営を始めたことを報告された。新会館の状況や NELSの運用状況

について後もニーズに合わせた検討を重ねていく旨が報告された。 

第２号議案 「日本鍼灸師会への質問」 回答に対する質疑 

各県が提出した質問に対しての日鍼会からの回答が事前配布されており、その上でさらに

質問や意見が交わされた。 

第３号議案 各県師会事業報告・計画に対する質問 

事前配布された各県の資料から、質問や意見が交わされた。オンライン講習会について各

県の報告があった。 

第４号議案 第 17 回公益社団法人日本鍼灸師会全国大会 in 愛知について 

担当県の（一社）愛知県鍼灸師会・長谷川会長より大会の概要や予算が報告され、各県役

員への運営補助が依頼された。担当部署はブロック師会長メールにて決定していく。 

第５号議案 その他 

労災特別加入について 

日本鍼灸師会・要会長より、本件についての進捗報告がなされた。 

第６号議案 各県師会からの議案上程 

事前に各県から挙がった議案について協議された。会員減少に伴う各県の取り組み・コロ

ナ禍での公益比率確保の工夫・ブロック会議の提出資料の再検討・各県の災害協定の状況・

療養費が電子申請になった際の運営について・現在の鍼灸師は信頼を得ているか・フレイ

ル予防について市との提携は・他業種との連携・等数々の議案について、各県の状況報告

や意見が交わされた。                         

報告者 定池 
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８．金沢マラソン 

第８回 金沢マラソン２０２２ 

日  時：１０月３０日 

場  所：第６、７、８、ゲート横、各救護所 

参 加 者：定池、中村（智）、田中、寺本 

 

９．石鍼会からのお知らせ 

のぼり旗４本＆石鍼会キャラクター作製 

 

 この度、のぼり旗を４本作成いたしました。これに合わせて、石鍼会用にキャラクター

もデザインいたしました。その名も「イッシンくん」です！はりきゅうで癒されているイ

メージです。これからの催しに使用いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

         石川県鍼灸師会キャラクター「イッシンくん」 

 

１０．日鍼会からのお知らせ 

カルテ様式ご提出のお願い 

 

鍼灸電子カルテ標準参照使用の策定に関する会議より依頼がありました。日ごろ使用され

ているカルテの様式を、日本鍼灸師会へお知らせください。 

 

【提出方法】 

①PDF その他データの場合は、日本鍼灸師会宛てにメール添付 

日鍼会メールアドレス：info@harikyu.or.jp 

②紙媒体の場合は、日本鍼灸師会事務局宛てに郵送 

〒 170-0005 東京都豊島区南大塚 3-44-14-2F 

※締め切りは 11 月 30 日(水)必着でお願いいたします。 
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あとがき 

 

（公社）日本鍼灸師会第 17 回全国大会ｉｎ愛知が１２月３日（日）、４日（日）に開催

されます。 

申込締切日が 11 月 15 日（火）まで延長のメールがあり、助かりました。締切日はま

だ先だろうからと思い込んで確認をしていませんでした。早速、申し込みを済ませました。 

大会テーマは、「ヒトを診る ―東洋医学の全体観―」。 

鍼灸治療は、四診（望 問 聞 切）において、患者さんの病の根源を探り、その原因

にアプローチをする。「鍼・灸」を用いて施術することで、症状の緩和と回復を可能にでき

ます。「ヒト（人）を診る」は、鍼灸の本髄だと思います。 

今回の大会では、講師の一人に総合診療科の医師を予定されています。総合診療科の視

点は、「ヒトを診る」という観点について東洋医学の全体観と似ているのでしょうか。西洋

と東洋医学の共通点や違いなどについて考える機会になりそうです。 

 

 編集部長 冨田 あゆみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


